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スギの雄花は、初

冬に冷え込みが厳    

しいと休眠打破が順調に進み、休眠から目覚めた後は、暖かいほど開花が

早くなる傾向があります。この冬は気温が高めに経過しているものの寒暖差が大きく

12月後半に冷え込む時期があったことから、休眠打破はある程度進んでいると考え

られます。2月に入るとスギの開花が進みます。スギ花粉の飛散がピークを迎える時

期は、仙台では 3月上旬とみられています。ピークの期間は 10日から 1か月ほど続

く見込みです。風が強く急に暖かくなる日があると花粉の飛散量が一気に増えて、ピ

ークの時期が早まることも考えられます。ピークを迎える前から、万全な花粉対策を

心がけるとよいでしょう。※飛散開始日とは、 1平方センチメートルあたり 1個以

上のスギ花粉を 2日連続して観測した最初の日（日本気象協会ホームページより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 花粉が体内に入る。 

② 見張り役の細胞が花粉を異物と認識

し抗体ができる。 

③ 再び花粉が侵入すると抗体が反応し

て，炎症を起こす物質（ヒスタミン）

がでる。 

④ アレルギー反応が起こり、くしゃみ・

鼻水などが出て花粉症を発症する。 

花粉を９９％カット魔法のマスク 

花粉症の原因は花粉を鼻や口から

吸い込んででしまうこと。マスク

にある工夫をするだけで、花粉を 

吸い込む量を９９％カットできる

のです。 

 

花粉症発症のしくみ 

花 粉 症 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路面凍結注意！！  

 

 

 

 

 

こんな事故がありました。

晴天の日にいつも通り自 

転車登校している際、滑っ

て転倒して顔面を打撲した生徒がいます。路

面が凍結していたようです。ヘルメットがな

かったら重大事故になったかもしれません。

ヘルメット大事ですね。 

みやいち広場であそんでい 

て、気づかずにコンクートの 

柱に頭部を勢いよくぶつけた生徒がいまし

た。思いがけない事故があります。皆さん注意

しましょう。 

 
１月に学校薬剤師の先生が来校して教室の二酸化炭素濃度（ＣＯ２）を測定しました。基準は

1500ppm以下ですが、検査室は 1800ppmと基準を超えていました。保健委員による空気検

査も実施しましたが、ほとんどのクラスで換気後に CO2濃度が下がっていました。休み時間に

対角の窓を開けて換気をしてください。新校舎には自動換気システム（ロスナイ）もついていま

す。エアコンの隣にあるスイッチです。24時間つけっぱなしにしてください。 

 

 

 

 

一般の換気扇 

空気の取入れ 

はできない  

ロスナイ換気 

空気の取入れ 

ができる 

教室の CO2 モニターは 1500ppm を超えるとでアラー

ムが鳴るように設定されています。また表示が 800ppm

以下は緑、1500ppmを超えると赤く変わります。見て、

聞いて換気しましょう。 

 換気しないでいると、倦怠感、頭痛、 

耳鳴り、息苦しさを感じるようになり、 

集中力も低下します。定期的に換気し 

て、学習効率を上げましょう。感染症対 

策にも有効です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


